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１
ドイツ語の教員であった評者が、英語学習や英語教
育に関する本を紹介するのには、少々勇気が要ります。
英語に関しては素人で、とくに日頃から関心をもって
関連の書籍を読んでいるわけではないからです。しか
しながら、日本語を母語とする人間が外国語を学習す
るときの諸問題には、基本的に共通する点が多いと考
えられますので、いささか僭越なのですが、一外国語
学習者として、読後ぜひ誰かに紹介したい、という感
想を持った本書を取り上げることにしました。
本書で「英会話」というのは、文法や「読み書き」
でなく、英語の「聞き話す」能力を重視する流れを指
しています。したがって『英会話不要論』というのは、
「外国語によるコミュニケーション力の向上」が文部
科学省をはじめとして産業界などからも声高に聞こえ
てくる現在において、なかなか大胆な表題です。しか
しながら、本書の著者である行方昭夫（なめかた　あ
きお）氏は、略歴によれば、東京大学教養部を卒業後、
東京大学と東洋学園大学で教鞭をとり、英語精読の第
一人者としてつとに著名な方です。とりわけ、英語英
文学の専門誌『英語青年』で、20年以上にわたって翻
訳指導を続けられ、日本語母語話者の英語学習の現場
を知悉しておられます。また東京大学は日本の指導層
を育成し、いわば「グローバル人材の育成」を伝統的
に実践してきた大学とも言えますので、そこでの英語
教育の経験は、種々の点で注目に値するものと考えら
れます。
「新書」という軽快なスタイルで出版されているの
で、想定される読者層は、英語学習に関心をもつ高校
生以上、まずは大学生から若手の社会人なのでしょう。
「です、ます」調の親しみやすい文体で、語りかける
ような口調で書かれています。英語教育のそもそも論
ではなく、英語を身につけたいが、読み書きや文法、「英
会話｣ 能力の養成について、どのようにアプローチす
ればよいのか、と悩んでいる人にとって、わかりやす
く的を射た忠告を得られる書物です。
本文の目次を見れば、だいたいの内容が理解できる
のではないでしょうか。全体は大きく2部に分かれて
いて、それぞれ10章から成っています。
第 1 部　英語と日本人
 1 ．アメリカの赤ちゃんは文法を知らずにしゃべれ
るか？
 2 ．昔の英語教育は役立たなかったか？
 3 ．帰国子女は英語がペラペラで羨ましいか？
 4 ．小学校で英語を教えるとどうなるか？
 5 ．英語の教科書はどう変わったか？
 6 ．平泉・渡部英語教育大論争とは？
 7 ．「読み書きはできるが話せない聞けない」は本
当か？
 8 ．大学入試センター試験にリスニングが導入され
た成果は？
 9 ．大学生や大学院生の読解力は低下したのか？
10．英語力の国際比較は？
第 2 部　異文化交流の壁
 1 ．あのドナルド・キーン教授でも誤訳するか？
 2 ．誤りを指摘するネイティブの声をどう受け止め
るか？
 3 ．留学中に英語が通じなかった夏目漱石の英語力
は？
 4 ．中国の少女はどうして言葉の壁を越えたか？
 5 ．翻訳の間違いはそんなに多いのか？
 6 ．「超訳」は翻訳とどう違うのか？
 7 ．英語を社内公用語とした会社は成功したか？
 8 ．ALT（外国語指導助手）に問題はあるか？
 9 ．国際共通語としての英語とは？
10．二人のアスリートの英語は？
ご覧のように、第 1 部では「英会話」をめぐって、
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現在の日本でよく見聞する一般的な思い込みや疑問に
答える形をとっています。第 2 部では、母語と外国語
の間にある越えがたい壁というか深淵を見つめつつ、
それを克服しようと努力する人々の姿に焦点を当てて
紹介しています。全体を知るには本書を通読していた
だくこととして、拙稿では、興味深いと思われる箇所
を最小限で引用、紹介しつつ、評者なりのコメントを
付して、本書の要点をお伝えするつもりです。
２
さて、「昔の英語教育は役立たなかったか？」にあ
る文章です。文中の「私」は著者の行方氏、スペース
節約のために、段落は無視し、適宜「中略」をしてあ
ります。以下も同様とします。
「大学三年生の時です。私の進学した学科には、英
会話、英作文、スピーチ、英語の書き取り、英語での
議論を合わせたような英語の授業があり、そこで経験
したことです。（中略）その授業に小和田恆と明石康
という氏名の学生がいました。ともに地方の高校出身
だったので、テープもALTもない時代でしたから、母
語話者の話す英語を聞いたことはなかったでしょう。
そのため、二人は最初は沈黙していました。（中略）
しかし、数ヶ月経過すると、無口で憮然としていた二
人は、時々中身の濃い発言を文法にかなった英語で口
にするようになってきました。さらに英作文の場合は、
すぐれた解答を先生が読み上げるのですが、二人が提
出したものがしばしば選ばれました。やや文語調で、
格調高い英文なのです。会話ができないので、二人の
英語力を見くびっていた私は、舌を巻きました。学期
が終わる頃には、トップだったのはこの二人でした。
前者が外務省で、後者が国連で大活躍したのは周知の
ことです。使える英語を完璧に身につけた数少ない日
本人でもあります。昔の文法、訳読、英作文だけの英
語の授業も充分に役立つことを二人は実証しているの
ではないでしょうか。」（23－24ページ）
このエピソードにはコメントは不要でしょう。内
容のある英語を聞き話すためには、文法の知識や読書
の積み重ねが必要なのです。評者は、「使える外国語」
の基盤は、「文法・訳読・教養」の三点ではないか、
とひそかに考えているのですが、このエピソードはそ
れを確認してくれるものでした。
第 1 部からもう 1 点、「小学校から英語を始めると
どうなるか？」にも、興味深い例が出されています。
小学校の英語授業が必修化されますが、これまで実施
してきた私立小学校の英語授業は見るべき成果を上げ
ていないといわれます。中学校で初めて英語を学ぶ生
徒に比べて優位なのは最初の半年くらいで、あとは同
じなのだそうです。とくに、現在の教員養成課程には
小学校英語が科目として含まれておらず、いわば専門
的な資格を持った教員なしで制度がスタートしようと
しているので、いっそう問題は深刻です。
外国語に初めて接する時期についてですが、英
仏 2 ヶ国語を公用語にしているカナダの友人の話とし
て紹介されている例がわかりやすいので、ここで引用
します。
「英語圏からフランス語圏に移ってきた家庭の子供
たちの話です。皆いずれはフランス語を使うようにな
るのですが、小学校低学年で来た子と、高学年で来た
子と比べると差があると言うのです。低学年で来た子
はフランス語を母語とする友人と喋りだすのが早いけ
れど、教室で使うフランス語はいい加減で、レポート
を書くのが特に苦手だそうです。一方、高学年で来た
子は、フランス語を母語とする子供と友人になるのに
何ヶ月も要するが、まもなく教室の学習には不自由な
くフランス語を使えるようになります。（中略）外国
語を学ぶ場合、母語をきちんと使える年齢になってか
らの方が、結局きちんとモノに出来る、という結論に
なります。」（48ページ）
これは、帰国生徒の言語能力の問題にも共通します。
日本で生まれ育った人は、一般に日本語運用力の習得
に苦労したという意識を持たないので、母語は努力し
なくても身につき、忘れるものではないと勘違いしが
ちです。事実はそうではありません。私たちは日々母
語を使用する環境にいて、読み、書き、聞き、話すを
当然のこととして無意識のうちに実践しています。こ
れを学習時間として計算すれば、膨大なものになるで
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は、この訓練をしたかどうか、また「聞く話す」能力
養成のために、この訓練をこれからする覚悟があるか
どうか、いちど振り返って見られてはいかがでしょう
か。
著者は、日本人の英語力がアジア諸国に比しても高
くないのは、英語を知らなくても困らないからだ、と
述べています。「日常生活はもとより、大学でも大学
院の学習や研究においても、英語を知らないからと
いって、困ることはまずないのです。日本の学者が書
いた研究書が充実しているし、そうでない場合は翻訳
で用が足ります。」（102ページ）評者が意外の念を抱
いたのは、精読の権化のような印象のある著者が、翻
訳のありかたについて寛容な姿勢を貫いていることで
した。
３
第 2 部では、翻訳をめぐってかなりの紙数が費やさ
れています。日本は、明治以来の伝統もあり、外国人
研究者が驚くほどの翻訳文化の国なのです。以前評者
の同僚であったドイツ人教員も「ひとつだけ外国語を
マスターするとしたら、日本語がよい。なぜかと言え
ば、日本語ができれば、世界のあらゆる文献を翻訳で
読める」と言っていました。しかしながら、翻訳には
誤訳がつきものです。著名な日本文学研究者で先ごろ
日本国籍を取得したドナルド・キーン氏が、太宰治『斜
陽』の英訳のなかで犯している主語の取り違えなど、
日本語母語話者ならまず誤解することのない文脈での
誤訳を紹介して、キーン氏ほどの学者にも誤訳はつ
きものであることを認め、母語と外国語の間に屹立す
る高く頑丈な壁について論じています。そして、翻訳
の水準が高くなくても、解説が優れているなど、学者
にもそれぞれ個性があるので、「程度問題ですけれど、
よほどひどい誤訳でない限り、そう大騒ぎすることも
ない、という平凡な結論になります。何しろ英語と日
本語の距離はあまりにも大きいのです。寛容にならざ
るをえません。」（149ページ）と、大局的でおおらか
な姿勢を示しています。評者はこのことばにいちばん
感銘を覚えました。
一方で、最近よく話題になる、国際共通語としての
人工的な英語への動きには批判的です。国際交流の点
しょう。母語の能力はそうやって保持されているので
す。その一方で母語の習得・保持に意識的でない人は、
外国語を学習することは単純にもうひとつの能力をプ
ラスするだけだと考える傾向があり、ここから帰国生
徒を羨ましがる、いわゆる「バイリンガル」信仰が生
まれるようです。実際には、帰国生徒は日本語と外国
語との間で、どちらの言語も十分に身につけることが
できずに苦しむ例が少なくない、と本書でも言及され
ています（第 1 部第 3 章）。母語は個人のアイデンティ
ティの一部でもありますので、精神的な安定感や帰属
感情にもかかわります。外国語学習を開始する時期に
ついて、文部科学省をはじめとして関係各方面にもっ
と慎重な配慮を望みたいものです。
第 7 章「『読み書きはできるが話せない聞けない』
は本当か？」では、評者も目を開かれる思いをしまし
た。それは、「読み書きはできるが話せない聞けない」
と訴える人の多くは、実用に耐えるほどの「読み書き」
ができないのではないか、という指摘です。具体的に
は「耳で聞いて30秒の英文なら、目で追って1分くら
いで大体の意味が取れなければ」（72ページ）ならな
いということです。行方氏はこの速読ができるように
なるまでの努力や時間については触れていませんが、
評者の経験では、ここにこそ膨大な時間とエネルギー
が必要なのです。
評者の学生時代の授業では、英語にせよドイツ語に
せよ、テキストとゆっくり対峙し、辞書を引いて単語
や熟語の意味を調べ、文法の知識も活用して、関係代
名詞であれば後ろから先行詞を修飾するように文の構
造を考えながら読み進む、という訳読が基本でした。
今の英語では文法も必要最小限になり、訳読だけの授
業というのはないそうですが、訳読のプロセスは日本
語とかけ離れた構造を持つ言語を習得するには不可欠
のものです。正確に理解するプロセスを通らないと、
品格のある語学力は育ちません。しかし、この訳読の
スピードでは、「聞く話す」についていけないのも事
実です。時間をかけて正確に理解する作業とともに、
比較的平易な文章を多読して英語のリズムに乗る訓練
が必要です。後者は文字通り「訓練」の域で、成果が
見える段階までには相当の時間と努力が必要です。「読
み書きはできるが話せない聞けない」と思っている人
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の英語が、文法や読み書きの基礎をきちんと踏まえ、
聞き話すための猛烈な努力をした結果、国際的な場で
りっぱに通用していることを紹介しています。逆に言
えば、猛烈な努力をしなければ、国際舞台で通用する
英語力は身につかないということでもあります。最後
に「まえがき」にある著者のことばを引いてまとめと
します。
「漠然と英語力をつけたいと望んでいる方は、努力
と忍耐の連続する道を歩かなくては、成功はおぼつか
ないと覚ってください。生涯の限られた時間と知力を
向ける対象は、英語だけではなく、いくらでもありま
す。」（ 6 ページ）
ではメリットがあるものの、「こういう英語では、微
妙な心理などはなかなか伝えられないのは当然です。
長い歴史と文化を持つ言語は、容易に外国人を寄せ付
けぬものを奥に秘めているのです。英米文学の専門家
などは、従来通り、英米人の英語を学ばねばなりませ
ん。」（175ページ）驥尾に付して付言すれば、だから
こそ英語のみならず他の諸外国語も、地球上の多様な
民族の歴史と文化を理解し、真の国際交流を発展させ
ていくために学習されなければならないのです。
最終章は希望に満ちています。2020年の東京オリン
ピック招致に大きな役割を果たした佐藤真海さんと、
サッカーの本田圭佑選手という二人の若いアスリート
 
